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～新しい共助社会をめざして～

障害のある人の雇用・就労を
積極的に支援

　福岡県では、障害のある人が、住み慣れた地域でいきいきと暮らせる社会を
実現するため、「福岡県障害者福祉計画」に基づいた諸施策を実施しています。
その中でも、雇用・就労支援に関する施策は、障害のある人の地域生活を支え
る重要な取り組みとなっています。
　近年、障害者雇用の状況は改善していますが、今なお続く厳しい経済情勢は、
障害者雇用にも少なからず影響を及ぼしています。
　障害がある人もない人も、互いに助け合い、誰もが安心していきいきと暮ら
せる社会を実現するため、今の経済情勢に対応した取り組みが必要です。
　そこで県は、平成22年度当初予算を雇用・景気対策に積極的に取り組むこ
ととしました。一般会計当初予算総額は１兆
5,900億円。そのうち、40億3,781万円を、
障害のある人の雇用・就労支援等に活用します。
　今号では、県が実施する障害者の一般雇用・
就労支援について紹介します。

編集・発行

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

〒 816-0804　春日市原町３丁目１番地７

　　　　　　　 クローバープラザ

TEL 092-584-3330　FAX 092-584-3319

http://www.cloverplaza.or.jp/
shakyou/sho/sho _ index.htm
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私
た
ち
に
と
っ
て
働
く
こ
と
は
、
経

済
的
基
盤
を
固
め
る
こ
と
で
あ
り
、
自

ら
の
能
力
を
発
揮
し
社
会
参
加
す
る
こ

と
、
生
き
が
い
と
な
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の

雇
用
・
就
労
に
関
す
る
支
援
は
、
障
害

者
支
援
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
雇
用
は
、「
障
害
者
の
雇

用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
で
は
、
①

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
②

障
害
者
雇
用
率
制
度
の
運
営
③
障
害
者

雇
用
納
付
金
制
度
の
運
営
の
３
施
策
を

中
心
と
し
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
、

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
安
定
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。【
表
１
】

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律

障
害
者
一
般
雇
用
・
就
労
の

現
状
と
取
り
組
み

　

平
成
20
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
今
年

７
月
か
ら
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

の
適
用
対
象
が
中
小
企
業
に
拡
大
さ
れ

る
と
と
も
に
、
短
時
間
労
働
者
が
雇
用

義
務
の
対
象
に
加
え
ら
れ
、
障
害
者
雇

用
の
一
層
の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
県
の
障
害
者
雇
用
の
状
況

　

本
県
の
身
体
障
害
者
、知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
数
は
、
平
成
20
年
３
月
末

現
在
、
県
人
口
の
６
．
２
％
に
あ
た
る

３
１
２
，
８
６
６
人
で
す
。
そ
の
割
合

は
、
身
体
７
割
、
知
的
１
割
、
精
神
２

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
身
体
、
知
的
は

手
帳
交
付
者
数
、
精
神
は
精
神
科
病
院

入
院
患
者
数
及
び
通
院
医
療
費
公
費
負

担
者
数
）

　

ま
た
、
福
岡
労
働
局
の
報
告
に
よ
る

本
県
の
民
間
企
業
に
お
け
る
障
害
者

雇
用
の
状
況
は
、
平
成
21
年
６
月
１
日

現
在
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
数

が
、
１
０
，
３
２
８
人
と
、
前
年
よ
り

１
６
６
人
増
加
し
ま
し
た
。
全
体
の
実

雇
用
率
は
、
１
．
７
０
％
と
前
年
よ
り

０
．
０
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
全
国
平

均
１
．
６
３
％
を
上
回
る
状
況
と
な
り

ま
し
た
。【
表
２
】

　

そ
の
理
由
は
、
こ
こ
数
年
来
、
①
障

害
者
の
「
働
き
た
い
」
と
い
う
意
欲
の

高
ま
り
②
企
業
側
の
取
組
の
拡
大
③
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
取
組
み
の
強
化
な
ど
に

よ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
障
害

者
の
新
規
求
職
申
込
件
数
、
就
職
件
数

が
伸
び
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。【
表
３
】

　

し
か
し
、
本
県
に
お
い
て
法
定
雇
用

率
１
．
８
％
を
達
成
し
て
い
る
企
業
の

割
合
は
５
０
．
７
％
と
、
未
だ
低
い
水

準
で
す
。
実
雇
用
率
を
企
業
規
模
別
に

み
る
と
、
中
小
企
業
に
お
い
て
引
き
続

き
水
準
が
低
く
、
特
に
56
人
か
ら
99
人

規
模
の
中
小
企
業
で
は
、
取
り
組
み
の

①　職業リハビリテーション
　 　ハローワーク等が、福祉、教育、医療の関係機関と連携し
ながら、その人の障害の種類・程度、就労などに関する希望、
適性、職業経験等を踏まえ、職業生活における自立を支援す
る。

②　障害者雇用率制度
　 　法定雇用率によって計算される、法定雇用障害者数以上の
身体又は知的障害者の雇用を事業主に義務づける。

　 　精神障害者は、雇用義務の対象ではないが、精神障害者保
健福祉手帳所持者を雇用している場合、算定対象に加えるこ
とができる。

　○法定雇用率
　　　民間企業 1.8％、特殊法人 2.1％、国・地方公共団体 2.1％
　　　但し、都道府県等の教育委員会は2.0％
　※ 今年７月から、身体又は知的障害である短時間労働者（週
所定労働時間20時間以上30時間未満）について、1人を0.5
人分として計算することとなった。

③　障害者雇用納付金制度
　 　法定雇用率未達成企業から、障害者１人あたり月額５万円
の納付金を徴収し、障害者を多く雇用する企業の経済的負担
を軽減することで、経済的負担のバランス調整を図る。

　※ 今年７月から常用雇用労働者数が201人以上300人以下の
中小企業に適用範囲が拡大されることとなった。

【表１】障害者の雇用の促進等に関する法律に基づく施策
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強
化
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
県
内
２
，
６
８
０
社
の
う
ち

法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
な
い
企
業

は
、
１
，
３
２
１
社
あ
り
、
そ
の
う
ち

８
５
３
社
で
障
害
者
の
雇
用
が
あ
り
ま

せ
ん
。【
表
４
】

　

現
在
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、

障
害
者
雇
用
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
た

め
に
は
、関
係
機
関
が
さ
ら
に
連
携
し
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。

（表2-4　福岡労働局ホームページから引用）

【表２】56人以上の民間企業における雇用状況（法定雇用率1.8％）
平成21年６月１日現在　

区　
　

分

①
企業数

②
法定雇用障害
者数の算定基
礎となる労働
者数

③　　　　
障害者の数

④
実雇用
率
E÷②
×100

⑤
法定雇用率
達成企業の
数

⑥
法定雇
用率達
成企業
の割合

Ａ．重度
身体障害
者及び重
度知的障
害者

Ｂ．重度
身体障害
者である
短時間労
働者

Ｃ．重度以
外の身体障
害者、知的
障害者及び
精神障害者

Ｄ．精神障
害者である
短時間労働
者

Ｅ．計
A×2＋B＋C
＋D×0.5

Ｆ．
うち新規雇
用分

福
岡

2,680
(2,703)

608,654
(612,076)

2,483
(2,463)

203
(180)

5,134
(5,042)

50
(28)

10,328.0
(10,162.0)

786.0
(1,079.5)

1.70
(1.66)

1,359
(1,392)

50.7
(51.5)

全
国

72,328
(73,042)

20,441,198
(20,499,012)

86,331
(84,523)

6,089
(5,611)

153,029
(150,190)

2,063.0
(1,512.0)

332,811.5
(325,603.0)

29,985.0
(36,840.5)

1.63
(1.59)

32,891
(32,803)

45.5
(44.9)

１ 　②欄の「法定雇用障害者数の算定基礎となる労働者数」とは、常用労働者数から除外率相当数（身体障害者及び知的障害者が就業す
ることが困難であると認められる職種が相当の割合を占める業種について定められた率を乗じた数）を除いた労働者数である。

２ 　③A欄の「重度身体障害者及び重度知的障害者」については法律上、１人を２人に相当するものとしており、Ｅ欄の計を算出するに
当たりダブルカウントを行い、Ｄ欄の「精神障害者である短時間労働者」については法律上、１人を0.5人に相当するものとしており、
Ｅ欄の計を算出するに当たり0.5カウントとしている。
３ 　Ａ、Ｃ欄は１週間の所定労働時間が30時間以上の労働者であり、Ｂ、Ｄ欄は１週間の所定労働時間が20時間以上30時間未満の労働
者である。
４　Ｆ欄の「うち新雇用分」は、平成20年６月２日から平成21年６月１日までの１年間に新規に雇い入れられた障害者数である。
５ 　（　）内は平成20年６月１日現在の数値である。なお、精神障害者は平成18年４月１日から実雇用率に算定されることとなった。

【表３】県内ハローワークの新規求職申込件数
（単位：件）　　　　　　　　

身体 知的 精神 その他 合計

Ｈ19年度 3,203
（66%）

766
（16%）

801
（17%）

66
（1%）

4,836
（100%）

Ｈ20年度 3,164
（64%）

791
（16%）

938
（19%）

70
（1%）

4,936
（100%）

Ｈ21年度 3,362
（61%）

923
（17%）

1,130
（20%）

121
（2%）

5,536
（100%）

【表４】障害者不足数階級別の法定雇用率未達成企業数
平成21年６月１日現在　

区分 ①
法定雇用
率未達成
企業の数

②不足数 ③
障害者の
数が０人
である企
業数

0.5人
又は1人

1.5人
又は2人

2.5人
又は3人

3.5人
又は4人

4.5人
以上9人
以下

9.5人
以上20人
以下

20 .5人
以上50人
以下

50 .5人
以上

企業　
規模計

1,321
（100%）

908
（68 .7%）

259
（19 .6%）

76
（5 .8%）

45
（3 .4%）

29
（2 .2%）

3
（0.2%）

1
（0.1%）

0
（0.0%）

853
（64 .6%）

※②欄の「不足数」とは、法定雇用率を達成するために、現在の雇用障害者数に加えて雇用しなければならない障害者の数である。
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県
で
は「
福
岡
県
障
害
者
福
祉
計
画
」

に
基
づ
き
、
労
働
・
教
育
・
福
祉
分
野

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

障
害
の
特
性
を
踏
ま
え
た
雇
用
・
就
業

機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
に
福

祉
施
設
を
退
所
し
、
一
般
就
労
す
る
人

の
目
標
値
を
、
平
成
17
年
度
比
の
４
倍

（
４
５
０
人
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
全
て
の
人
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
経
由
す
る
こ
と
、
障
害
者
・

就
業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
等
、
労
働
関
係
機
関
と
連
携

し
た
支
援
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、

障
害
者
の
一
般
雇
用
・
就
労
の
拡
大
に

向
け
て
、
次
の
事
業
を
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 雇

用
・
就
業
機
会
の

確
保
の
た
め
に

–
県
の
取
組
み
–

①障害者就業・生活支援センター事業
　障害者就業生活・支援センターでは、就職や職場への定着が困難な人や就職経験のない人に対す
る就業面の支援に加え、生活習慣の形成や日常生活の自己管理などに関する生活支援を行っていま
す。また、障害者雇用を検討または既に実施している事業主に対しては、雇用管理等に関する相談に
応じています。県では、障害者就業・生活支援センターを通じた雇用の促進を図るとともに、中長期
的には県内全障害保健福祉圏域にセンターを設置するよう取り組んでいます。

【県内の障害者就業・生活支援センター】 身近な地域の相談支援機関です。
北九州障害者就業・生活支援センター
〒804-0067　北九州市戸畑区汐井町1-6

（ウエルとばた2階）
TEL 093-871-0030　FAX 093-871-0083

障害者就業・生活支援センター「デュミナス」
〒834-0115　八女郡広川町大字新代1110

グランセラーノ1階A・B号室
TEL 0943-32-4477　FAX 0943-32-4494

福岡県央障害者就業・生活支援センター
〒822-0024　直方市須崎町16-19
TEL 0949-22-3645　FAX 0949-29-1239

障害者就業・生活支援センター野の花
〒810-0044　福岡市中央区六本松1-2-22

福岡県社会福祉センター5階
TEL 092-713-0050　FAX 092-713-0066

障害者就業・生活支援センターじゃんぷ
〒825-0004　田川市大字夏吉4205-3
TEL 0947-23-1150　FAX 0947-46-9506

障害者就業・生活支援センターほっとかん
〒836-0041　大牟田市新栄町16-11-1
TEL 0944-57-7161　FAX 0944-57-7163

障害者就業・生活支援センターちどり
〒811-3115　古賀市久保1343-3
TEL 092-940-1212　FAX 092-944-4071

障害者就業・生活支援センターちくし
〒816-0811春日市春日公園5-16

コーポ220-1-1
TEL・FAX 092-592-7789

県の重点事業（障害者の一般雇用・就労支援）

（高齢者・障害者雇用支援協会
ホームページから引用）
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②障害者雇用拡大事業
　この事業は、就職を希望する障害者・求人企業双方に対し、相談、職業紹介、定着支
援までの一貫した支援を無料で行うものです。
 　また、事業の一環として、就職に関する心構えやマナーを身につけることができる就
職セミナーや、求職障害者と企業をつなぐ合同フォーラムを開催しています。

③障害者職業訓練事業
　福岡障害者職業能力開発校では、職業に必要な知識や技能を習得するための職業訓練を実施して
います。
　また、職業訓練機会の充実を図るため、企業、社会福祉法人、特定非営利活動法人、民間教育訓練
機関等、地域の委託訓練先を開拓し、障害者の態様に応じた多様な委託訓練を実施しています。

【平成22年度県訓練計画】
訓練科目 定員 訓練期間 訓練対象者

プログラム設計科 20人 2年

身体・その他
の障害者

コンピュータ製図科 20人 1年
商業デザイン科 20人 1年
OAビジネス科 20人 1年
福祉住環境科 20人 1年
ネットビジネス科 20人 1年
総合実務科 30人 1年 知的障害者

計 150人

【問い合わせ先】
福岡障害者職業能力開発校
〒808-0122　北九州市若松区蜑住1728-1
TEL 093-741-5431　FAX 093-741-1340

【平成22年度県委託訓練計画】

訓練科目 定員 訓練
期間 県委託先

知識・技能
習得コース 230人 ３ヶ月

民間教育
機関〃（職場実習

組合わせ） 55人 ４ヶ月

実践能力
習得コース 60人 １ヶ月

企業等、
事業所現場特別支援学

校早期訓練
コース

20人 １ヶ月

合　計 365人

【問い合わせ先（県委託事業者）】
　（株）ジャストヒューマンネットワーク
　〒810-0001　
　福岡市中央区天神１-４-２
　　　エルガーラ･オフィスビル７階
　TEL　092-726-6800　　FAX　092-726-6801
　http://www.jhn.co.jp/fukuoka/

【合同フォーラムの様子】
 
　合同フォーラムは、年２回
開催しています。今年度は、
７月に第１回が開催され、企
業11社と障害者80人とが積
極的に面談を行いました。第
２回は、秋に開催予定です。

求
職
障
害
者

求
人
企
業

登録・申込

求人受付
求職障害者の状況
を踏まえた雇用に
関するアドバイス

就職相談
希望の業種、勤務
条件等をききとり 職業紹介

必要に応じて実習
する場合あり

業務内容
の確認

ジョブコーチ
が事業所を訪
問し確認

登
録
者
情
報
の
提
供

定着支援
就職後も相談
や連絡を通じ
て支援

採
用
・
就
職

障害者就業・生活支援センター等の関係機関
と連携し支援を行います。
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募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集（
知
識
・
技
術
習
得
コ
ー
ス
）

▼
募
集
科
目

　

①
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科

　

②
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
科

▼
主
な
対
象
者

　

① 

身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
・
知

的
障
害
者

　

②
身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者

▼
定
員　

各
科
15
人

▼
内
容

　

① 

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
や
文
字
入

力
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本

的
操
作
方
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の

知
識
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
技
術

を
習
得
し
ま
す
。

　

② 

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
必
ず
必
要
な
パ

ソ
コ
ン
と
簿
記
の
知
識
を
総
合
的

に
学
習
し
ま
す
。

▼
期
間

　

平
成
22
年
11
月
２
日
（
火
）
〜

　

平
成
23
年
１
月
27
日
（
木
）

▼
場
所

　

①
古
賀
市
中
央
公
民
館　

研
修
棟

　
　
（
古
賀
市
中
央
２-

13-

１
）

　

②
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

　
　

 （
久
留
米
市
諏
訪
野
町
１
８
３
０

-

６
）

▼ 

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
代
約
１
万

円
、
資
格
取
得
受
験
料
は
実
費
）

▼
募
集
締
切　

　

平
成
22
年
９
月
30
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
３-

７
４
１-

５
４
３
１

　

FAX
０
９
３-

７
４
１-

１
３
４
０

福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
後
期
）
参
加
者
募
集

▼
内
容

　

い
ず
れ
も
10
月
・
11
月
で
計
６
回
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
同
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

①
障
害
児
親
子
水
泳
教
室

　
　

 （
火
曜
日
17
時
30
分
〜
19
時
開

催
・
初
回
10
月
５
日
）

　

②
身
体
障
害
者
水
泳
教
室

　
　

 （
土
曜
日
10
時
〜
12
時
開
催
・
初

回
10
月
２
日
）

　

③
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
（
初
級
）

　
　

 （
土
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
開

催
・
初
回
10
月
２
日
）

▼
対
象
者
・
定
員

　

① 

身
体
障
害
、
知
的
障
害
の
あ
る
小

学
生
の
親
子
（
た
だ
し
、
知
的
は

小
１
か
ら
小
４
ま
で
）
各
５
組

　

②
身
体
障
害
者　

20
人

　

③ 

小
学
校
５
年
生
以
上
の
知
的
障
害

児
・
者　

15
人

▼
場
所

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ 

ア
リ
ー
ナ
棟
・

プ
ー
ル
（
春
日
市
原
町
３-

１-

７
）

▼
参
加
費　

千
円
（
傷
害
保
険
料
等
）

▼
募
集
締
切　

　

①
平
成
22
年
９
月
27
日
（
月
）

　

②
③
平
成
22
年
９
月
23
日
（
木
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

☎
０
９
２-

５
８
２-

５
２
２
３

　

FAX
０
９
２-

５
８
２-

５
２
２
８

　

 http
://w

w
w
.h
3.d
ion
.n
e.jp
/

̃fhspokyo/

「
福
岡
い
の
ち
の
電
話
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座 

受
講
生
募
集

　

電
話
相
談
員
や
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
す
る
講
座
で
す
。
詳
細
は
、
同

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　

①
平
成
22
年
10
月
９
日
（
土
）
〜

　
　

平
成
23
年
７
月
27
日
（
水
）

　

②
平
成
23
年
８
月
10
日
（
水
）
〜

　
　

平
成
24
年
９
月
１
日
（
土
）

▼
応
募
資
格

　

 

23
歳
か
ら
66
歳
ま
で

の
男
女

▼
場
所

　

 

九
州
キ
リ
ス
ト
教
会

館
内
研
修
室

　
（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
２-

７-

７
）

▼
受
講
料　

２
万
円

　

 

※
そ
の
他
宿
泊
研
修
は
実
費
負
担
。

　
　

事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
料
。

▼
募
集
締
切　

　

平
成
22
年
９
月
21
日
（
火
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎
・
FAX
０
９
２-

７
１
３-

４
３
４
３

　
（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
２-

７-

７
）

◆ 　

◆ 　

◆

「
障
害
者
福
祉
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

２
０
１
０
」の
訂
正
・
変
更
に
つ
い
て

　

本
セ
ン
タ
ー
が
今
年
３
月
に
発
行

し
ま
し
た
「
障
害
者
福
祉
情
報
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
２
０
１
０
」に
つ
い
て
、訂
正
・

変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
心
か
ら
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

な
お
、
本
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
表
紙
に
掲
載
）
に
正
誤

表
を
随
時
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

障 害 者 福 祉 情 報 122 2010 年 8 月

―　6　 ―



●利 用 時 間 ９：００～１７：００　
●休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く）
●貸 　 　 出 図書・ビデオ　合計１０点まで

※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。
※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています。（送料実費負担）

●貸 出 期 間 ２週間以内
●お問合せ先 福祉情報センター　〒８１６－０８０４　春日市原町３丁目１番地７

☎　０９２－５８４－３３３０　　FAX　０９２－５８４－３３１９

福祉情報センターでは、福祉に関する
図書・ビデオの閲覧・貸出を行っています。

「発達障害児のための実践ソーシャル
  スキル・トレーニング」
小谷裕美　著
出版 ： 人文書院

　ソーシャルスキルについての基礎と、発達障
害児の示す行動とその発見・対応のポイントを
解説。また、ソーシャルスキル・トレーニングの
実践編として、実際に行われた活動を取り上げ
て紹介する。

「精神障がい者雇用のためのＱ＆Ａ
  ～隠れた能力を引き出す知恵と工夫～」
秦政　監修
ＮＰＯ法人障がい者就業・雇用支援センター
編集　出版：ＵＤジャパン

　精神障がいがあっても働ける？ 精神障がいの
ある人の雇用助成金はある？ 雇用計画、採用、
職場環境、業務、復職、トラブルなど、精神障が
い者雇用に関する疑問をＱ＆Ａで解説する。

「ことばの障害のケア・ガイドブック　
  －失語症・脳卒中・神経難病の人のために」
西尾正輝　編著
出版 ： 中央法規出版

　病気による言語障害のある人と
意思疎通するための具体的な方
法や便利な道具を、豊富なイラス
ト・写真とともに解説。言語障害
のある人の生活の質を高められる
よう、実践的なコミュニケーショ
ン技法を中心に構成。

「バリアオーバーコミュニケーション　
  心に風を通わせよう」
堀越喜晴　著　
出版 ： サンパウロ

　「バリアフリー」ならぬ「バリアオーバー（バリア
超え）」を提唱する一視覚障害者である著者が、混
迷の時代の病めるコミュニケーションに一石を投じ
る。ＮＨＫラジオ「視覚障害者のみなさんへ」の内
容に大幅加筆して書籍化。

2010 年 8 月 障 害 者 福 祉 情 報 122

―　7　 ―



��������	
����

�� ����� � � � � � � � � � � � � � �� �	�

� ������� � � � � � � � � � �� ������������
�� � �!"#� � � � � � � � � � � �$� %&�
'� ())*� � � � � � � � � � � � ��� +,-.�
/� �)01� � � � � � � � � � � � �
� (2345678�
9� :;�<� � � � � � � � � � � � ��� =>.?@ABCD7EF��
G� H;�

�����������	������� !"#
$%&'�(�

�)�*+,-����./01�23 !��4*(��

�

�

IJ� KLMNOKPQROSKLMTUVKP=>W�X7Y�

Z[� �\� �]�$$^SH_Y� `'a�'$$b�

�

� � � � � cdefghijklmn_opqrstemdhuvkwxy�zj{|}�

~n_��������k����������o�_��e|������

�

TUVKP=>������
$�$� n_o�

n_\�� � � � � � \� ��]�$$^���|�S��Y������p������

�� ¡�� � ¢<V�� �

|�£� ¤�

¥¦§� � ¨`©� �

ª«� �

� |�� �\¬�'$^� 
\¬'/$^� �\��\¬/GG^� �
\®¯¬���

� ��

�)�5678�9
:-;<=�>?���@A�

� ��� °±²"s³� � � � � � � � � � � � '� +,²"s³�

� 
� @ABCD7EF�²"s³� � � � � /� ´µ!,²"W�X7¶·¸¹s³�

� �� � �!�º»�¼s³� � � � � � � 9� ½h¾hs³�

¿*

:�

�ÀIJ�

Án�_�Â�ÃÄÅ£Æ�

� KLMNOKPQRO� KPÇÈ=>\� ÇÈ=>É�

� � ¤ÊËÌÍÎÊÎÏ� Ð�ÑÒÓ�Ô�ÔG� �Õ7Ö7×�Ø
Ù�

� � ÚÛÜ� $�
Ô/�'Ô���$� wxy� $�
Ô/�'Ô�����

障 害 者 福 祉 情 報 122 2010 年 8 月

―　8　 ―


